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彗星　だ　よ　ら

　1928a彗星　その後方々でこの彗星は観測せられてるるが，パークva

天文皇のくrルマンミホィプル爾氏は宏の如き軌道を算出した，早く爾氏が

出した乏く大略の軌道からは大分改正せられて前に掲げナこクロンメリン氏

のものミ鯨程よく似てみる．
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　この彗星は最初からテーラー彗星（1916年近日鮎通過のもの）ε多分同一

のものだらうεバークレー天文墓のロイシユナー氏はいってみたのであ

るが，クロンメリン氏は大分これを疑がつてみた．εころがヤーキースに

みる張氏が木星の影響を計算してみたミころ大しナこ擾齪を受けたらしくな

いので全くこの彗星ミテーラー彗星ミは同一のものではないミいふこεで

ある．

　1928b彗星　この彗星の襲見のこSは前に誌したεころであるが，その

後に來ナこ報導によるεバーセロナのコマス・ソラ氏が3月25日にEつた露眞

にはうつらなかつナニそうである．しかし，パリ天文皇のミヌール氏が観側

によるS十等孚の明るさで3月28日萬宿雨23時0．2分の位置は

　　赤　経　　　6h　12m　26．s　5

　　　　　　　　　　　　（親位置）
　　赤　　緯　　十140　57’　39”

　その日蓮動は赤経に÷3m16s，赤緯には0ノεのこSである．これを見るざ

前の報導の赤緯がグングンかわってゆくεあったのは90．丈け方向を誤ま

ってみたものらしい．

　その後マドリッド天文皇のカラスコ氏が観測したので同氏は今迄の3つ
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の観測から軌道を計算しナこ．爾ほクロンメリン氏は最初の二つの観測ミそ

の蓮行の工合から軌道を計算してあっkのであるが双方よく似た値になっ

てみる．

　　　　　　カラスコ氏　　　　　　　　　　クロンメリン氏

　　近日購適過暗T1928年5月26・9414萬國時　　　4月2・33萬國時

撚豊1ぞ1栖　螺恒
　　近日浬巨離を）ヨ同数　工！og　q　　　　9。9976蓬　　　　　　　　　　　　9・998S：

　その後クロンメリン氏はカラスコ氏の観則を用みて，部ち全く同一の材

料から軌道を算出してみるが，．昇交鮎黄経に10以上の差違を生じてみる．

これは全く計算にも入によって野拙があるこミを示すものである．

　勉の彗星　昨年は今頃までには既に四つ五つの彗星が嚢見せられてみた

筈であるが今年は僅かに二つ襲見せられ弛に過ぎない．爾ほ本年近日黙へ

館って來る筈の彗星はホルムスミテーラーが期待せられてるるが，ホルム

スは銃に豫平せられナこ近日瓢通過は過ぎ去って終った．ナこN“地球からの距

離はまだまだ近きつNあるから満更ら望みのない課ではない．最も地球に

近づくのは11月の初め頃であるが，しかし相手かすかなものだらう：三の豫

想である．

　テーラー一彗星の近日黒占通過は10月終り頃でB．　A．A．のHandbookに捌ナ

られてある豫報位置は次の通りである．（1928620上田）
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